家族防災会議を開こう【記入例】
年　　組　　番　名前（　　　　　　　　　　）
１．議題
２．その時、家族はどこにいるだろうか。
	
	場所
	一次避難場所
	二次避難場所
	緊急連絡方法

	自分
	中学校
	中学校校舎３階
	中学校の裏山
	

	父
	職場
	職場３階
	
	携帯

	母
	商店街
	ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ屋上
	
	携帯

	弟（妹）
	小学校
	小学校運動場
	近くの高台
	

	祖母
	自宅
	小学校運動場
	近くの高台
	

	祖父
	公園
	中学校校舎３階
	中学校の裏山
	


３．家族それぞれの避難場所までの経路を確認しよう。

４．津波警報解除後の各自の動きと集合場所を確認しよう。
	
	行　　動
	集合場所

	自分
	迎えが来るまで裏山待機（祖父と合流）→集合場所へ移動
	小学校体育館

	父
	災害用伝言板へ登録。職場の状況に応じ集合場所へ
	

	母
	災害用伝言板へ登録。弟（妹）の引き渡し場所へ
	

	弟（妹）
	迎えが来るまで高台で待機（祖母と合流）
	

	祖母
	弟（妹）と母が来るまで高台で待機。
	

	祖父
	自分と合流→集合場所へ移動
	


５．家族との「５つの約束事」を決めておこう。
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災害時の家族同士の連絡方法や行動ルールを確認する。


【設定】


１２月×日午後３時、南海地震が発生し、津波警報が発令。家族全員がそれぞれ避難をする。








○｢自分の命は自分で守る｣ために家族それぞれが率先避難を行う。


○津波警報が解除になるまで、避難場所から動かないこと。


○自宅にいる者は、揺れがおさまったら火災発生を防ぎ、「非常持ち出し袋」持参で避難する。


○集合場所へ参集できない場合も想定し、外出時には小銭を持ち、「災害用伝言ダイヤル１７１」や「災害用伝言板」で互いの安否確認を行うようにする。


○父親・母親の携帯電話の番号を忘れるので、財布に入るような「緊急連絡用カード」を作って持っておく。











